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１．はじめに
　最近、自動車業界はちょうど活性化しはじめた電
気自動車などのエコカーと自律走行車の市場を誰が
先に先占するかの話で盛り上がっている。特に電気
自動車の場合、米国のテスラ（Tesla）が次々とニュー
モデルをリリースしたことで他の自動車メーカーも
この波に乗り、電気自動車の開発や量産に力を入れ
るようになった。もちろん、今年に入ってからテ

スラのモデルXの爆発事故などが知られ、一見テス
ラに危機が訪れたように見えるが、とにかくテスラ
は自動車市場にある変化をもたらした張本人である
ことには違いない。それは、他の自動車メーカーら
も電気自動車市場における自社の影響力を奪うまい
と素早い対応を見せていたことからも分かる。電気
自動車の核心とも言えるバッテリーを製造するメー
カーと戦略的な提携を結んだなどの話もこのような
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対応の一つの例である。
　一方、グーグル、アップルなどのIT企業らも次か
ら次へ自動車市場への進出を知らせている。自律走
行車の試運転のニュースや映像をしばしば見ること
ができる。実際、ごく最近までも自動車分野は巨大
な投資と研究開発が要求されるため、新規の企業が
参入することはとても難しいハイテック産業として
知られていた。だからこそ、従来の企業を脅かすほ
どの新たなプレーヤーが現われるとは思ってもいな
かった。しかし、その偏見までも破るかのように巨
大なIT企業を中心に続々と自動車市場への参入を知
らせている。
　20年後、我々はどんな交通体系の中で生活するの
であろうか。一名、グーグルカーやアップルカーと
呼ばれる自律走行車を乗っているのであろうか。確
言はできないが、今自動車業界で繰り広げられてい
る競争は今後の自動車市場に大きな変化をもたらす
に違いない。
　本稿では、まず、今の自動車市場を率いてい
る企業らがどのような方向で技術権利を獲得し
ているかを調べてみる。そのため、（株）WIPS
のWINTELIPSという検索ソリューションを使い、
2010年から2016年まで去る６年間において売上げ
トップ10に入るグローバル自動車企業が持つ登録特

許を分析することにする。 それから、米国と韓国
に出願されている自律走行関連の特許を分析するこ
とによってどのような方向へ技術開発が進められて
いるかを覗き見る。その中で新たなプレーヤーとし
て浮上している企業がいるのであれば、いくつか紹
介していきたいと思う。

2.　トップ10自動車企業の特許出願
　トップ10自動車企業であるトヨタ、ホンダ、
フォード、現代自動車、BMW、フォルクスワーゲン、
日産、ダイムラー、GM、ルノーが占める世界市場
シェアはなんと66パーセントに上る。だからこれら
のトップ10自動車企業の特許を見ると今後の自動車
業界におけるビジネス方向を多少とも把握できるで
あろう。
　2011年から2016年まで去る６年間においてこれら
の企業が米国において登録した特許の数は大よそ
32,000件で、年平均10％ほど増加していた。このうち、
ホンダ、BMW、ダイムラーの登録特許は減少した
が、フォード、現代自動車の場合は大きく増加して
いることが分かった。
　トップ10自動車企業が保有している特許の主な技
術分野は、燃料電池（H01M）、ハイブリッドカー

（B60W）、電気自動車（B60L）などエコカー技術と
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[図１] トップ10自動車企業の米国登録特許の現況
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